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 　　お知らせ

　募集・催し物

知

せ

ら

お

ひ
き
こ
も
り
家
族
支
援
の
つ
ど
い

●
昼
の
部

■
日
時　
3
月
15
日（
木
）午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　
戸
倉
人
権
は
つ
ら
つ
セ
ン

タ
ー

●
夜
の
部

■
日
時　
3
月
7
日（
水
）午
後
７
時

～
９
時

■
会
場　
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

■
申
込
方
法　
電
話
か
、
直
接
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
更
埴
庁
舎
・
更
埴
保
健
セ
ン
タ
ー

（
内
線
５
５
０
７
）

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」
に
加
入
を

■
対
象　
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
を
行
な
う

４
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体
に

属
す
る
人

■
掛
金　

　
年
額
８
０
０
円
～
１
８
５
０
円

＊
年
齢
や
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

■
保
険
責
任
期
間　
４
月
１
日
～
平

成
31
年
３
月
31
日

＊
加
入
手
続
き
が
４
月
１
日
以
降
の

場
合
は「
加
入
手
続
完
了
日
」の

翌
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
。

＊
補
償
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
公
益

財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

■
申
込
方
法　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
、
戸
倉
体
育
館
に
あ
る
加
入
依

頼
書
に
記
入
の
う
え
、
八
十
二
銀

行
か
郵
便
局
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課（
戸
倉
体
育
館
内
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

１
７
３
１
）

奨
学
金
貸
与
制
度
と
寄
付

経
済
的
な
理
由
で
大
学
・
高
等
学

校
な
ど
へ
の
就
学
が
困
難
な
人
に
、

奨
学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

■
対
象　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
で
す
。

○
成
績
が
優
秀
な
人

○
連
帯
保
証
人
と
保
証
人
を
得
ら
れ

る
人

○
日
本
学
生
支
援
機
構
の
第
１
種
奨

学
金
を
受
け
て
い
な
い
人

■
貸
与
額
（
学
校
別
）

○
大
学（
短
期
大
学
を
含
む
）・
大

学
院
・
専
修
学
校
の
専
門
課
程

　
月
額
３
万
８
０
０
０
円

○
高
等
学
校（
全
日
制
・
定
時
制
）・

高
等
専
門
・
専
修
学
校
の
高
等
課

程　
月
額
１
万
４
０
０
０
円

■
申
込
期
間　
４
月
2
日（
月
）～

５
月
10
日（
木
）

＊
申
込
方
法
、
償
還
方
法
な
ど
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
奨
学
基
金
へ
の
寄
付
の
お
願
い

千
曲
市
の
将
来
を
担
う
多
く
の
子

ど
も
が
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
奨
学
基
金
へ
の
寄
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
寄
付
の
手
続
方
法　
戸
倉
庁
舎
教

育
総
務
課
に
電
話
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
教

育
総
務
課（
内
線
６
３
２
２
）

腎
臓
機
能
障
が
い
者
に
通
院
扶
助

費
を
支
給

■
対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
腎

臓
機
能
障
が
い
に
よ
る
人
工
透
析

療
法
を
受
け
る
た
め
に
通
院
し
て

い
る
人

■
支
給
金
額　
月
額
３
０
０
０
円
～

６
０
０
０
円

＊
通
院
距
離
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の　
医
療
機
関

の
証
明
、
印
鑑
、
対
象
者
名
義
の

預
金
通
帳

＊
医
療
機
関
の
証
明
の
用
紙
は
、
福

祉
担
当
窓
口（
戸
倉
庁
舎
福
祉

課
、
更
埴
庁
舎
福
祉
支
援
係
、
上

山
田
庁
舎
市
民
窓
口
課
）に
あ
り

ま
す
。

■
申
請
方
法　
福
祉
担
当
窓
口
に
あ

る
申
請
書
に
記
入
の
う
え
、
医
療

機
関
の
証
明
書
を
添
え
て
３
月
30

日（
金
）ま
で
に
福
祉
担
当
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
福

祉
課（
内
線
６
２
２
3
）

住
所
変
更
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

転
入
や
転
出
、
転
居
し
た
と
き

は
、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
手
続
方
法　
運
転
免
許
証
な
ど
の

本
人
確
認
書
類
、
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、
更
埴
庁
舎
市
民
課
、
戸
倉

庁
舎･

上
山
田
庁
舎
の
市
民
窓
口

課
に
あ
る「
住
民
異
動
届
」に
記

入
し
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

○
千
曲
市
に
転
入
す
る
場
合

　
住
所
を
変
更
し
た
日
か
ら
14
日

以
内
に
、「
転
出
証
明
書
」を
持
参

の
う
え
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。「
転
出
証
明
書
」は
、
在
住
し

て
い
た
市
区
町
村
で
発
行
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

し
な
の
鉄
道
ダ
イ
ヤ
改
正

3
月
17
日（
土
）に
ダ
イ
ヤ
改
正

を
行
な
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
線
の
時
刻
変
更
に
伴
う
列
車

時
刻
を
見
直
す
と
と
も
に
、
北
し
な

の
線
か
ら
し
な
の
鉄
道
線
間
の
車
両

直
通
列
車
を
増
設
し
ま
す
。

「
農
薬
と
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い

家
庭
菜
園
」
講
演
会

■
日
時
　
3
月
11
日（
日
）午
後
1

時
～

■
会
場
　
戸
倉
創
造
館

■
講
師
　
木
嶋
利
男
さ
ん（
東
京
大

学
農
学
博
士
）

■
参
加
費
　
５
０
０
円

＊
講
演
会
終
了
後
に
交
流
会（
会
費

１
０
０
０
円
）が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
生
活
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ
ま
わ
り
の
会（
℡

０
２
６

－

２
７
５

－

０
５
１
６
）

平
成
30
年
度
指
定
ご
み
袋
購
入
チ

ケ
ッ
ト
の
郵
送

平
成
30
年
度
の
指
定
ご
み
袋
購
入

チ
ケ
ッ
ト
を
３
月
下
旬
に
郵
送
し
ま

す
。
宛
名
面
に
は「
指
定
ご
み
袋
購

入
チ
ケ
ッ
ト
在
中
」と
明
記
し
て
い

ま
す
。

届
い
た
ら
ミ
シ
ン
目
に
沿
っ
て
切

り
開
き
、
内
側
に
印
刷
さ
れ
て
い
る

チ
ケ
ッ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
は
届
い
た
日
か
ら
使
用
で

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
廃

棄
物
対
策
課（
内
線
５
４
２
３
）

▲

チ
ケ
ッ
ト
は
封
筒
型
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。

福
祉
の
職
場
説
明
会
・
就
職
面
接
会

「
福
祉
の
職
場
を
詳
し
く
知
り
た

い
」ま
た
は「
就
職
を
考
え
た
い
」と

い
う
人
の
た
め
に
行
な
い
ま
す
。

■
日
時　
3
月
9
日（
金
）

○
午
後
１
時
～
2
時
20
分　
セ
ミ
ナ

ー
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

○
午
後
2
時
30
分
～
4
時　
説
明

会
・
就
職
面
接
会

■
会
場　
メ
ル
パ
ル
ク
長
野

■
問
い
合
わ
せ
先　
長
野
県
社
会
福

祉
協
議
会（
℡
０
２
６

－

2
2
6

－

7
3
3
0
）

春
の
山
火
事
予
防
運
動
・
３
月
１

日
（
木
）
～
５
月
31
日
（
木
）

春
は
空
気
が
乾
燥
し
、
山
火
事
が

一
番
多
い
季
節
で
す
。
山
際
で
の
た

き
火
や
、
た
ば
こ
の
火
の
始
末
に
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

森
林
は
空
気
を
き
れ
い
に
し
た

り
、
山
崩
れ
や
洪
水
を
防
い
だ
り
し

て
く
れ
る
大
切
な
財
産
で
す
。
火
災

に
よ
り
森
林
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、

み
ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
上
山
田
庁
舎
・

農
林
課（
内
線
７
２
６
３
）

さ
ら
し
な
の
里
歴
史
資
料
館
講
演
会

■
日
時　
3
月
18
日（
日
）午
後
1

時
30
分
～
3
時
30
分

■
会
場　
さ
ら
し
な
の
里
歴
史
資
料

館
■
内
容　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
先
住
民 

ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
ア
ボ
リ
ジ
ニ
ア
ー

ト
の
魅
力
に
つ
い
て

■
演
題　
「
精
霊
が
宿
る
狩
人
の
大

地
」～
神
々
の
声
が
聞
こ
え
る
～

■
講
師　
内
田
真
弓
さ
ん（
ア
ボ
リ

ジ
ニ
ア
ー
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
・
メ
ル
ボ
ル
ン
在
住
）

■
定
員　
80
人（
先
着
順
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
さ
ら
し
な
の

里
歴
史
資
料
館（
℡
０
２
６

－

２
７
６

－

７
５
１
１
）

更
埴
図
書
館
短
期
講
座

■
日
時　
3
月
17
日（
土
）午
前
10

時
～
11
時
30
分

■
会
場　
更
埴
文
化
会
館

■
演
題　
「
戦
国
武
将　
真
田
信
之

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
を

３
月
31
日（
土
）ま
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
予
防
接
種
の
済
ん
で
い
な
い
人

は
期
日
ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　
平
成
29
年
４
月
に
お
知
ら

せ
、予
診
票
を
送
付
し
た
人

＊
期
日
を
過
ぎ
る
と
、
対
象
で
は
な

く
な
り
ま
す
。

＊
予
診
票
を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
人

は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
健

康
推
進
課（
内
線
６
２
５
６
）

○
千
曲
市
か
ら
転
出
す
る
場
合

　
届
出
後
、「
転
出
証
明
書
」を
発
行

し
ま
す
の
で
、
転
入
先
の
市
区
町

村
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

○
市
内
で
転
居
す
る
場
合

　
住
所
を
変
更
し
た
日
か
ら
14
日
以

内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
転
入
・
転
居
の
手
続
き
を
す
る
場

合
、「
通
知
カ
ー
ド
」ま
た
は「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」に
変
更
内

容
を
記
載
し
ま
す
の
で
、
必
ず
カ

ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
市

民
課（
内
線
５
４
３
２
）

平
成
29
年
度
最
低
賃
金
の
改
正

最
低
賃
金
制
度
は
、
最
低
賃
金
法

に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
額
を
定

め
、
使
用
者
は
、
そ
の
金
額
以
上
の

賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
制
度
で
す
。

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
と
、
労
働
者
を
一
人
で

も
使
用
し
て
い
る
す
べ
て
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る「
長
野
県
最
低
賃
金
」

が
、
平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
時
間

額
７
９
５
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通

常
の
労
働
時
間
・
労
働
日
に
対
応
す

る
賃
金
で
、
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
及
び

家
族
手
当
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
長
野
労
働
局
・

労
働
基
準
部
賃
金
室（
℡
０
２
６

－

２
２
３

－

０
５
５
５
）

に
嫁
い
だ
小
松
姫
」

■
講
師　
小
野
紀
男
さ
ん（
千
曲
市

歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

■
定
員　
40
人（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　
3
月
13
日（
火
）ま

で
に
電
話
か
、
直
接
窓
口
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴

図
書
館（
℡
０
２
６

－

２
７
3

－

2
9
8
9
）

そ
の
ほ
か
、
し
な
の
鉄
道
線
軽
井

沢
・
小
諸
間
で
の
列
車
増
便
運
行
を

継
続
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
、
し
な
の
鉄
道
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
し
な
の
鉄
道
お

客
さ
ま
セ
ン
タ
ー（
℡
０
２
６
８

－

２
１

－

３
４
７
０
）
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お知らせ・募集・催し物

日
本
語
教
室

日
本
語
を
勉
強
し
た
い
外
国
籍
の

皆
さ
ん
の
た
め
に
、
日
本
語
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
八
幡
公
民
館

■
日
時　
毎
週
金
曜
日（
8
月
、
1

月
、
2
月
を
除
く
）午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分

■
参
加
料　
1
回
１
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
生

集

募

パ
ソ
コ
ン
操
作
習
得
講
座

■
日
程　

①
ワ
ー
ド
入
門
　
4
月
5
日（
木
）・

6
日（
金
）

②
ワ
ー
ド
基
礎　
4
月
17
日（
火
）

～
19
日（
木
）、
24
日（
火
）
～
26

日（
木
）

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
活
用

4
月
12
日（
木
）・
13
日（
金
）	

■
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

■
会
場
　
長
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー

■
参
加
費　
①
③
5
０
０
０
円
、
②

１
万
4
０
０
０
円

■
申
込
方
法　
3
月
８
日（
木
）か

ら
各
受
講
開
始
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
受
講
料
を
添
え
て
、
直
接
窓

口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
長
野

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー（
℡

０
２
６

－

２
２
１

－

０
５
０
５
）

T

ト

ラ

ン

R
A
IN

 S

ス

イ

ー

ト

U
IT

E
 

四
季
島
の
送
迎
お

も
て
な
し
参
加
者

■
内
容　
姨
捨
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
で
歓
迎
と
見
送
り
を
行
な
い
ま

す
。時
間
は
、
午
後
8
時
41
分
到

着
か
ら
9
時
34
分
出
発
ま
で
で
す
。

■
募
集
期
日　
4
月
14
日
、21
日
、28

日
、
5
月
5
日
、
12
日
、
19
日
、
26

日
、
6
月
2
日
、 

9
日
、
16
日
、
23

日
、
30
日
、
7
月
21
日
、
28
日
、
8

月
4
日
、
11
日
、
9
月 

1
日
、 

8

日
、15
日
、22
日（
す
べ
て
土
曜
日
）

＊
10
月
以
降
の
日
程
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日

自
給
稲
作
入
門
講
座
受
講
生

無
農
薬
無
化
学
肥
料
栽
培
で
自
給

用
米
作
り
を
学
び
ま
す
。

■
日
時　
3
月
か
ら
平
成
31
年
2
月

の
毎
月
第
2
木
曜
日 

午
後
6
時

～
8
時
45
分（
計
12
回
）

■
会
場　
戸
倉
創
造
館

■
講
師　
竹
内
孝
功
さ
ん

■
受
講
料　
1
回
１
５
０
０
円

＊
一
括
で
12
回
分
を
申
し
込
む
場
合

は
1
万
５
０
０
０
円

■
申
込
方
法　
電
話
か
電
子
メ
ー

ル（nousin@
city.chikum

a.
nagano.jp)

で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
上
山
田
庁
舎
・
農
林
課（
内
線

７
２
４
４
）

  

群生地の巡視などセツブンソウ
の保護、育成活動を行なっていま
す。見学者も県内外からとても多
く、活動を通じ見学者との交流の
場ともなっています。一緒に活動
する皆さんの入会をお待ちしてい
ます。
■問い合わせ先　
　戸倉セツブンソウを育てる会
　坂井（℡026-275-2768）

戸倉セツブンソウを育てる会会員

募集

本
か
ら
発
表
が
あ
り
次
第
、
募
集

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
集
合
時
間
と
集
合
場
所　
午
後
8

時
10
分
に
Ｊ
Ｒ
姨
捨
駅
に
集
合
し

て
く
だ
さ
い
。

＊
駐
車
場
は
、
姨
捨
駅
駐
車
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員　
4
～
5
人
／
1
日

＊
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加

を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
傷
害
保
険
は
、
信
州
千
曲
観
光
局

で
加
入
し
ま
す
。

＊
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。子
ど
も
と

一
緒
の
場
合
は
、
必
ず
大
人
が
付

き
添
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
募
集
期
日
ご
と
に
先
着
順
で
受
け

付
け
ま
す
。

■
服
装

○
可
能
で
あ
れ
ば
、
着
物
ま
た
は
浴

衣
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
着
物
以
外
で
も
フ
ォ
ー
マ
ル
な
洋

服
で
あ
れ
ば
結
構
で
す
。

○
当
日
は
Ｐ
Ｒ
用
の
法は

っ
ぴ被
を
着
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
雨
天
な
ど
の
場
合
に
備
え
、
雨
具

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法
　
3
月
31
日（
土
）ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
一
般

社
団
法
人
信
州
千
曲
観
光
局（
℡

０
２
６

－

２
６
１

－

0
3
0
0
、

FAX0
2
6

－

2
6
1

－

0
3
5
0
）

  

有効期限が３月末のため、新
しい多子世帯応援プレミアムパ
スポートを対象世帯の世帯主宛
てに３月中に発送します。

対象世帯は、千曲市に住民登
録がある平成 12 年４月２日以
降生まれの子どもが３人以上い
る世帯です。転居などで届かな
かった場合は、問い合わせてく
ださい。
■問い合わせ先　戸倉庁舎・
　こども未来課（内線６２１８）

多子世帯応援プレミアム
パスポートの発送

お知らせ

戸
倉
祭
り
イ
ベ
ン
ト
参
加
・
出
展
者

■
日
時　
５
月
５
日（
土
・
祝
）午
前

10
時
～
午
後
２
時
頃

■
会
場　
白
鳥
園

■
対
象

○
舞
踊
・
ダ
ン
ス
・
コ
ー
ラ
ス
・
ラ

イ
ブ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者

○
産
地
直
売
、
各
種
販
売
、
露
店
な

ど
の
出
店
者

＊
野
菜
や
地
元
特
産
品
な
ど
の
販
売

も
大
歓
迎
で
す
。

■
申
込
方
法　

　
３
月
31
日（
土
）ま
で
に
、
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
イ
ベ
ン
ト
参
加
希
望
者
は「
代
表

者
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
員
、

内
容
」を
、
露
店
出
店
希
望
者
は

「
代
表
者
氏
名
、
電
話
番
号
、
販
売

種
類
」を
確
認
し
ま
す
。

＊
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
し
、
後

日
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉

祭
り
実
行
委
員
会　
吉
田（
℡

０
９
０

－

８
０
０
０

－７
８
１
３
）

千
曲
市
地
球
環
境
デ
ー

２
０
１
７
冬
の
実
施
結
果

平
成
29
年
12
月
17
日
に
実
施
し
た

「
千
曲
市
地
球
環
境
デ
ー
２
０
１
7

冬
」チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

■
参
加
人
数　
約
７
２
０
０
人

■
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量　
約
８
５
０
㌔

（
灯
油
18
㍑
缶
を
19
缶
燃
や
し
た

場
合
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
と
同
量
）

■
問
い
合
わ
せ
先　
更
埴
庁
舎
・
環

境
課（
内
線
５
４
１
４
）

就
職
応
援
会

求
人
企
業
の
担
当
者
か
ら
直
接
、

求
人
内
容
の
説
明
が
聞
け
ま
す
。

■
日
時　
3
月
20
日（
火
）午
後
１

時
30
分
～
3
時
30
分　
　

■
会
場　
千
曲
市
地
域
職
業
相
談
室

（
杭
瀬
下
一
丁
目
66
番
地
）

■
対
象　
千
曲
市
・
坂
城
町
に
在
住

す
る
求
職
者

■
問
い
合
わ
せ
先　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

篠
ノ
井（
℡
０
２
６

－

２
９
３

－

８
６
０
９　
音
声
ナ
ビ
3
番
）

看
護
職
の
就
職
プ
レ
相
談
会

看
護
職
を
離
職
し
て
ブ
ラ
ン
ク
の

あ
る
人
な
ど
の
た
め
に
行
な
い
ま
す
。

■
日
時　
3
月
15
日（
木
）午
後
１
時

30
分
～
４
時（
予
約
制
）

■
会
場　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
野

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
公
益

社
団
法
人
長
野
県
看
護
協
会（
℡

０
２
６
３

－

３
５

－

０
０
６
７
）

障
害
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

の
交
付

■
対
象　
市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
で
す
。

○
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者（
下
肢

ま
た
は
体
幹
１・
２・３
級
、
内
部

ま
た
は
視
覚
１
級
の
人
）

○
人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
人

○
療
育
手
帳
所
持
者（
Ａ
１
・
Ａ
２

の
人
）

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持

者（
１
級
の
人
）

○
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人（
難
病
患
者
）

■
交
付
枚
数

　
４
月
か
ら
１
か
月
当
た
り
２
枚
の

割
合（
年
度
内
24
枚
を
限
度
）

＊
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
る
人
は
、
年
間
４
枚

の
交
付
と
な
り
ま
す
。

■
助
成
額

　
１
枚
６
５
０
円
を
限
度

■
申
請
開
始
日

　
３
月
19
日（
月
）

■
申
請
方
法　
印
鑑
と「
身
体
障
害

者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
・
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
」の
い
ず
れ
か
ひ
と

つ
を
持
参
の
う
え
、
戸
倉
庁
舎
福

祉
課
・
更
埴
庁
舎
福
祉
支
援
係
・

上
山
田
庁
舎
市
民
窓
口
課
で
申
請

し
、
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

家
族
や
日
常
的
介
護
者
な
ど
の
代

理
申
請
も
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
戸
倉
庁
舎
・
福

祉
課（
内
線
６
２
２
３
）

涯
学
習
課（
内
線
６
３
５
２
）

●
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
日
時　
毎
月
第
2
、
第
4
日
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
午
後
0
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー（
℡

０
２
６

－

２
７
３

－

３
６
９
３
）

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

３
月
１
日
（
木
）
～
７
日
（
水
）

■
防
火
標
語　
「
火
の
用
心 

こ
と
ば

を
形
に 

習
慣
に
」

■
い
の
ち
を
守
る
3
つ
の
習
慣
と
4

つ
の
対
策

【
３
つ
の
習
慣
】

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

【
４
つ
の
対
策
】

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
や
カ
ー
テ
ン
か
ら
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身か

ら
だ体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
千
曲
坂
城
消

防
本
部
・
予
防
課（
℡
０
２
６

－

２
７
6

－

５
８
７
５
）



＊イベントなどで特別に記述がなければ、申し込みは不要、参加費は無料です。
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視覚障がい者などの皆さんに市の情報を提供するためのコードで、
専用の読み上げ装置により、活字を音声に変換できます。音声コード ……

お知らせ・募集・催し物

〈広告欄〉〈広告欄〉〈広告欄〉〈広告欄〉

し

物

催

期日 時間 内容 持ち物 参加費

3月3日（土） 午前10時～
正午

【アイシングクッキーレッスン】
クッキーの表面に砂糖でイラストや模様を描き
ます。

エプロン、三
角巾、
タオル

1,800円

3月8日（木） 午前10時～
正午

【コットンパールネックレスとピアスまたは
　イヤリング作り】 鏡 4,300円

3月9日（金） 午前9時30分～
正午

【入園・入学グッズ作り教室】
＊対象は入園、入学する子どもがいる人

家 庭 用 ミ シ
ン、裁縫道具 1,000円

3月11日（日）
　　30日（金）

午前10時～
11時30分

【セルフマツエク体験レッスン】
自分自身でまつげエクステをつける体験レッス
ンです。

ー 1,500円

3月12日（月） 午後1時～
2時30分

【あなたの悩み、骨盤の歪
ゆが

みのせいかも】
骨盤の歪みによる悪影響などの講義です。 ハンドタオル 1,500円

3月14日（水） 午前10時～
【脳トレいきいきヨガと健康ランチ】
簡単な動きで体をほぐし、脳と体のアンチエイジ
ングで健康促進を図ります。

ヨガマットま
たはバスタオ
ル、タオル、
飲み物

1,900円

3月20日（火） 午前10時～
正午

【羊毛フェルト～クルミに入った小さなパンダ～】

羊毛フェルトで可
か わ い

愛らしいパンダを作ります。
ー

一人
1,200円
親子参加
1,500円

3月25日（日） 午前9時30分～
正午

【インターバル速歩と健康ランチ】
インターバル・ウォーキング・トレーニングを活
用して心身を鍛え、健康的な生活の設計に挑戦
します。

ウォーキング
できる服装、
帽子、飲み物

1,500円

3月26日（月） 午前10時～
11時15分 【顔ヨガで小顔・若返り～目の体操で目力アップ】 筆記用具 2,000円

3月31日（土） 午前10時～
正午

【可
か わ い

愛いアジサイのボタニカルキャンドルレッスン】
プリザーブドフラワーやドライフラワーで装飾した
ボタニカルキャンドルを作ります。

エプロン 3,000円

白
鳥
園
イ
ベ
ン
ト

●
共
通
事
項

■
会
場
　
白
鳥
園

■
申
込
方
法　
電
話
か
電
子
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
湯
の
さ

と
ち
く
ま
白
鳥
園（
℡
０
２
６

－

2
7
5

－

0
4
0
0
、
電
子
メ
ー

ルinfo@
hakuchoen.jp

）

倉
科
の
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
を
見
よ
う

■
日
時　
３
月
21
日（
水
・
祝
）午

前
9
時
30
分
～
正
午（
雨
天
中

止
）

■
集
合
場
所　
倉
科
公
民
館

■
観
察
場
所　
倉
科
杉
山
セ
ツ
ブ
ン

ソ
ウ
群
生
地

■
持
ち
物　
飲
み
物

■
服
装　
長
袖
、長
ズ
ボ
ン
、帽
子
、

山
道
を
歩
け
る
靴

■
問
い
合
わ
せ
先　
倉
科
の
自
然
を

守
る
会（
℡
０
８
０

－

1
0
3
8

－

8
6
2
3
）

第
20
回

　
八
王
子
山
の
か
た
く
り
ま
つ
り

■
日
時　
4
月
7
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

■
会
場　
佐
良
志
奈
神
社
及
び
周
辺

■
内
容　

○
か
た
く
り
群
生
地
の
説
明

○
社
務
所
内
に
て
お
菓
子
と
抹
茶
の

サ
ー
ビ
ス

○
地
元
農
産
物
、
加
工
品
、
山
野
草

の
笛
な
ど
の
販
売

春
め
い
た
八
王
子
山
で
の
自
然
観
察

八
王
子
山
に
咲
く「
か
た
く
り
の

花
」を
は
じ
め
と
す
る
山
野
草
や
花

木
の
芽
な
ど
を
観
察
し
散
策
し
ま

す
。

■
日
時　
4
月
8
日（
日
）午
前
10

時
頃
～
11
時
頃

■
集
合
場
所　
大
正
橋
西
詰
め
の
鳥

居
下

＊
駐
車
場
が
有
り
ま
す
。

■
服
装　
歩
き
や
す
い
靴

■
問
い
合
わ
せ
先　
み
ど
り
の
サ

ポ
ー
ト
隊　
豊
城（
℡
０
９
０

－

１
６
９
３

－

９
０
５
７
）

自
衛
官
採
用
試
験

①
幹
部
候
補
生

■
受
験
資
格

○
大
学
卒
業（
見
込
含
む
）22
歳
以

上
26
歳
未
満
の
人

○
大
学
院
卒
業
で
修
士
課
程
終
了
者

な
ど（
見
込
含
む
）28
歳
未
満
の

人
■
受
付
期
間　
３
月
１
日（
木
）
～

５
月
１
日（
火
）

■
一
次
試
験
日　
５
月
12
日（
土
）、

５
月
13
日（
日
）

②
一
般
曹
候
補
生

■
受
験
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
人

5

公
共
職
業
訓
練
　
月
期
受
講
生

も
の
づ
く
り
の
技
術
、
設
備
の
保

守
な
ど
の
知
識
・
技
能
・
技
術
を
身

に
つ
け
、
早
期
の
就
職
を
目
指
し
ま

す
。

  

「名月の里」として、国の重要文化的景観に選定され
ている姨捨の棚田で米作り体験をしませんか。

子どもも大人も家族みんなで稲作体験ができます。
■申込方法　市ホームページで募集要項を確認し、3月

15日（木）までに電話か、直接窓口で申し込んでくだ
さい。

■申込・問い合わせ先　
　上山田庁舎・農林課（内線７２７１）

平成30年度「棚田貸します制度」オーナー会員

募集

▲重要文化的景観「姨捨の棚田」の保全活動を担います

■
受
付
期
間　
３
月
１
日（
木
）
～

５
月
１
日（
火
）

■
一
次
試
験
日　
５
月
26
日（
土
）

■
申
込
方
法　
詳
細
は
、
自
衛
隊
長

野
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
・

長
野
地
域
事
務
所（
℡
０
２
６

－

２
３
５

－

６
０
２
６
）

■
訓
練
期
間　
5
月
8
日（
火
）か

ら
約
６
か
月
間

■
会
場　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野

■
募
集
コ
ー
ス　
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

技
術
科
15
人

■
対
象　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

申
し
込
み
を
し
て
い
る
、
お
お
む

ね
45
歳
未
満
の
人

■
受
講
料　
無
料

＊
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
か
か
り
ま

す
。

■
申
込
期
限　
3
月
27
日（
火
）

＊
詳
細
は
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長

野
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
野（
℡

０
２
６

－

２
４
３

－

７
８
５
６
）

▲「春の妖精」と呼ばれる
　かたくりの花
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　★更　埴　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-273-1004
　★戸　倉　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-275-0238
　★上山田庁舎　℡026-273-1111　FAX026-276-0796
　○市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jp

定例の掲示板
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〈広告欄〉〈広告欄〉

委
員
会
の
開
催

傍
聴
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
教
育
委
員
会

■
日
時　

3
月
28
日（
水
）　
午
前
9
時
～

■
会
場　

戸
倉
庁
舎 

４
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先　

戸
倉
庁
舎
・
教
育
総
務
課

　
（
内
線
６
３
１
６
）

●
農
業
委
員
会

■
日
時　
3
月
28
日（
水
）　
午
後
3
時
～　

■
会
場　

上
山
田
庁
舎 

３
階
３
０
２
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ
先　

上
山
田
庁
舎
・
農
業
委
員
会

　
（
内
線
７
２
３
１・７
２
３
２
）

　
月
の
休
日
開
庁
（
第
３
日
曜
日
）　

■
日
時　
3
月
18
日（
日
）　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
会
場　
更
埴
庁
舎
市
民
課

＊
市
民
課
、
税
務
課
、
債
権
管
理
課
の
窓
口
業
務

を
行
な
い
ま
す
。
詳
細
は
担
当
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

■
納
付
期
限　
4
月
2
日（
月
）

　
月
納
期
の
市
税
・
使
用
料
な
ど

3●
介
護
保
険
料（
12
期
分
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
9
期
分
）

●
保
育
料（
3
月
分
）

●
公
共
下
水
道
使
用
料（
12
期
分
）

●
市
営
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料
、共
益
費（
3
月
分
）

●
質
問
　
平
日
は
仕
事
で
市
役
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
市
民
課
の
窓
口
業
務
は
土
曜
日
も
行
な
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
業
務
を
行
な
っ
て
い
る
場
合
、
転
入
届
な
ど

の
手
続
き
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

●
回
答（
市
民
課
）　
当
市
で
は
、
土
曜
日
の
開
庁
日
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
毎
月
第
３
日
曜
日
に
窓
口
業
務
を
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、住
民
異
動
届（
転
入
届
な
ど
）は
平
日
の
み
の
手
続
き

に
な
り
ま
す
。

　
平
日
の
手
続
き
が
難
し
い
場
合
は
、
委
任
状
を
ご
持
参
い
た

だ
け
れ
ば
代
理
人
で
も
届
出
が
可
能
で
す
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
民
課（
内
線

５
４
３
１
）ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
を
紹
介
し
ま
す

3

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
案
に
つ
い
て
岡
田
市
長
と
懇
談
し

ま
す
。
一
組
30
分
以
内
で
す
。
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
更
埴

庁
舎
秘
書
広
報
課
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
3
月
27
日（
火
）午
前
9
時
～
11
時　
更
埴
庁
舎
市
長
室（
先

着
順
）

私
の
ま
ち
づ
く
り
提
案
（
市
政
へ
の
意
見
・
提
案
）

用
紙
は
更
埴
庁
舎
の
市
民
課
・
案
内
所
、
戸
倉
庁
舎
・
上
山

田
庁
舎
の
市
民
窓
口
課
、公
民
館
、し
な
の
鉄
道
の
各
駅
ほ
か
、

市
の
公
共
施
設
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
な
が
の

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」か
ら
も
提
案
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

更
埴
庁
舎
・
秘
書
広
報
課（
内
線
５
２
２
１
）

日曜・祝日の当番医・当番薬局（千曲市・坂城町）

月／日 内科・外科系（午前９時～午後５時） 歯科系（午前９時～正午） 薬局

3／4
（日）

千曲中央病院（杭瀬下）026-273-1212
二階堂医院（磯部）026-275-5582

竹内歯科医院（屋代）
026-273-4500

宮下薬局（屋代）026-272-0064
やまざき薬局（上山田温泉）
026-261-0071

3／11
（日）

鴇沢内科クリニック（屋代）
026-272-3713
あんずの里クリニック（森）026-272-1005
森本眼科クリニック（内川）
026-285-0020

松尾歯科医院（坂城町）
0268-82-6988

ＪＡあんずいせや薬局（雨宮）
026-273-3108
タカチ薬局（内川）026-275-1624

3／18
（日）

中沢内科医院（稲荷山）026-272-1013
安川整形外科クリニック（屋代）
026-273-6611
とも泌尿器科クリニック（磯部）
026-261-5815

大村歯科医院（戸倉）
026-275-0066

やしろ薬局（屋代）026-272-8461
クスリのアオキ粟佐薬局（粟佐）
026-273-8210
いせや薬局（稲荷山）026-273-4489
磯部土屋薬局（磯部）026-275-6464

3／21
（水・祝）

千曲中央病院（杭瀬下）026-273-1212
さかき生協診療所（坂城町）
0268-82-0101

松尾歯科医院（坂城町）
0268-82-6988

ウエルシア薬局千曲稲荷山店（稲荷山）
026-273-8208
日野屋薬局（坂城町）0268-82-2324
荒井薬局（坂城町）0268-82-2244
南条薬局（坂城町）0268-82-7289

3／25
（日）

島田クリニック（小島）026-273-8788
かつの耳鼻咽喉科（粟佐）026-274-3387
村上堂大井クリニック（坂城町）
0268-81-3131

滝沢歯科医院（磯部）
026-276-4636

粟佐ひとみ薬局（粟佐）026-273-6730
お日さま薬局（小島）026-272-0229
小岩薬局（桜堂）026-272-0210
タカチ薬局（内川）026-275-1624

4／1
（日）

稲荷山医療福祉センター（野高場）
026-272-1435
とぐらクリニック（戸倉）026-275-0405

宮本歯科医院（戸倉）
026-276-7030

ウエルシア薬局千曲稲荷山店（稲荷山）
026-273-8208
上戸倉ノリ薬局（戸倉）026-275-7787

＊千曲中央病院では、内科・外科以外は受け付けていません。当番医・当番薬局は変更になる場合があります。受診する人は、
当番医の場合は消防署に、当番薬局の場合は各薬局に確認してください。

○戸倉上山田消防署（℡026-276-0119）○更埴消防署（℡026-274-0119）

リサイクルコーナー

■問い合わせ先　更埴庁舎・生活安全課 （内線5515）

＊譲渡は当事者間での話し
合いになります。品物によ
り有償の場合があります。

 ゆずってください  ゆずります

レコードプレーヤー、女
子用卓球ユニフォーム、
キュボロ、ギター、うさ
ぎのゲージ

熊のぬいぐるみ、剣道の防具、洋服ダンス、照明器具、子
ども用自転車、ケヤキの根、ＶＨＳビデオテープ、エレク
トーン、漬物用容器、つり竿、電子ピアノ、ポータブルト
イレ、エアマッサージャー、子ども用学習机、電動介護ベ
ッド、スキーウェア、丸いストーブ、油絵用イーゼル、ロ
ックミシン、ソファーベッド

よ
う
こ
そ
市
長
室
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★更埴図書館（℡026-273-2989）
★戸倉図書館（℡026-276-7001）
★更埴西図書館（℡026-273-8060）
■開館時間　午前９時30分～午後６時
★上山田公民館図書室（℡026-276-5842）
■開館時間　午前８時30分～午後５時15分

市立図書館 ＆

千曲警察署から

　★更　埴　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-273-1004
　★戸　倉　庁　舎　℡026-273-1111　FAX026-275-0238
　★上山田庁舎　℡026-273-1111　FAX026-276-0796
　○市ホームページ　http://www.city.chikuma.lg.jpー　相談は無料です　ー

定例の相談

市報千曲　平成30年3月　  20 　

相談内容 日時 時間 場所 連絡先

職業相談
（ハローワーク） 平日 午前8時30分～

午後5時
千曲市地域職業相談室（旧 JA
ちくま杭瀬下地区センター）

千曲市地域職業相談室
℡026-261-3609

若者・子育て世代
の就労相談 平日 午前9時30分～

午後4時30分
千曲市地域職業相談室

上山田庁舎・産業振興課
上山田庁舎・産業振興課

内線7335（要予約）

家庭児童相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

家庭児童相談室（戸倉庁舎・こども未来課内）
内線6219

教育相談 平日 午前9時～
午後5時

千曲市教育相談センター 
教育相談専用電話 ℡026-273-5105

心配ごと相談 3月14日（水） 午後1時30分～
4時 千曲市ふれあい福祉センター 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）

精神保健相談 3月14日（水） 午後1時30分～
4時30分 戸倉保健センター 更埴庁舎・更埴保健センター

内線5507（要予約）
借金問題・消費

生活相談 平日 午前8時30分～
午後5時 更埴庁舎・生活安全課 千曲市消費生活センター

℡026-274-0820（要予約）

結婚相談
3月3日（土）

午前9時～正午
更埴文化会館 2階小会議室

千曲市社会福祉協議会
℡026-276-2687

＊相談日直前の金曜日正午までに
電話予約が必要です。

＊偶数月の相談日は新規登録者の
受付も行ないます（要予約）。

3月11日（日） 戸倉創造館 創作室2

市民に寄り添う
人権相談 3月20日（火） 午後1時～4時  屋代公民館 和室

戸倉庁舎・人権・男女共同参画課
内線6331

＊県人権啓発センターでも火曜か
ら日曜までの午前8時30分から
午後5時まで受付　

℡026-274-3232

障がい者（児）相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

千曲・坂城障がい者（児）基幹相談支援センター（戸倉庁舎）
℡026-275-0548、FAX026-214-3013

介護相談 平日 午前8時30分～
午後5時15分

更埴庁舎・更埴地域包括支援センター　内線5521
戸倉上山田地域包括支援センター　℡026-214-7780

司法書士法律相談
3月15日（木） 午後1時30分～

4時30分
千曲市ふれあい福祉センター 千曲市社会福祉協議会

℡026-276-2687（要予約）4月5日（木） ふれあい福祉センター更埴

法律相談
4月10日（火）

午後1時～3時
更埴文化会館 2階小会議室 更埴庁舎・総務課

内線5212
＊前日までに予約必要4月24日（火） 戸倉庁舎 4階会議室

行政相談
3月10日（土）

午後1時～3時
稲荷山太陽の園 更埴庁舎・総務課

内線52123月13日（火） 上山田庁舎 １階

年金相談（更埴）
毎週火・金曜日 午前9時～

午後5時 更埴庁舎年金相談コーナー
更埴庁舎・市民課

内線5434
3月8日（木）
3月22日（木）

午前9時30分～
午後3時

長野南年金事務所お客様相談室
℡026-227-1286（要予約）

年金相談（戸倉）
毎週水曜日 午前9時～

午後5時 戸倉庁舎年金相談コーナー 戸倉庁舎・市民窓口課
内線62653月12日（月） 午前9時～

午後4時
＊平日とは、土・日曜日、祝日、振替休日、年末年始（12/29～1/3）を除いた日のことです。

■
知
っ
て
く
だ
さ
い
、

　
　
　
　
　
　
被
害
者
・
家
族
の
気
持
ち

犯
罪
の
被
害
は
、
あ
る
日
突
然
に
降
り

か
か
り
ま
す
。周
囲
の
人
か
ら
の
言
葉
に

よ
っ
て
は
、
さ
ら
な
る
苦
し
み
を
生
む
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
被
害
者
は
一
人
で
悩
み
、
一

人
で
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。不

安
か
ら
夜
も
眠
れ
な
い
状
態
が
続
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
。市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
被

害
者
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
、
支
援
の
手

を
差
し
伸
べ
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

誰
も
が
被
害
者
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。次
の
こ
と
に
心
配
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
無
責
任
な
噂
話
は
し
な
い

○
興
味
本
位
で
話
し
か
け
な
い

○
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
は
介
入
し
な
い

■
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
す
る
勇
気
を

長
野
県
犯
罪
被
害
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、

土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
10
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で
の
間
、
電
話
相
談
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

○
℡
０
２
６

－

２
３
３

－

７
８
３
０

 
おすすめの一冊

著／安東みきえ
出版社／講談社

標準的見た目のあたし
とオカルトマニアで女
子力の高い美月は幼馴
染。ある日クラスで人
気の男子、日比野を誘
い近所の幽霊屋敷へ肝
試しに行くことに……

「 満月の娘たち」

更
埴
西
図
書
館 

新
刊
図
書

戸倉図書館

○
更
埴
図
書
館

　
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

○
戸
倉
図
書
館

　
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

　
3
月
24
日（
土
）午
前
10
時
30

分
～（
ロ
ビ
ー
お
は
な
し
会
）

○
更
埴
西
図
書
館

　
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
30
分
～

【
お
は
な
し
会
】

としょかんへ『来
らい

・ぶらりー 』
○
小
説

『
セ
ブ
ン
ズ
！
』五
十
嵐
貴
久

『
葵
の
残
葉
』奥
山
景
布
子

『
サ
ハ
ラ
の
薔
薇
』下
村
敦
史

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
日
本
の
童
謡
・
唱
歌
を
い
つ
く
し

む
』高
橋
こ
う
じ

『
冷
凍
生
地
で
焼
き
た
て
パ
ン
』

高
橋
雅
子

『
日
本
の
神
様
解
剖
図
鑑
』

平
藤
喜
久
子

○
児
童
向
け

『
か
ぞ
え
か
た
い
ろ
い
ろ
』

す
な
や
ま
え
み
こ

『
森
か
ら
海
へ
』さ
と
う
ひ
ろ
し

『
ペ
ン
ギ
ン
が
と
ぶ
』

ひ
だ
の
か
な
代

更
埴
図
書
館 

新
刊
図
書

戸
倉
図
書
館 

新
刊
図
書

○
小
説

『
お
義
父
さ
ん
』は
な
わ

『
消
え
な
い
月
』畑
野
智
美

『
卑
劣
犯
』笹
森
稜
平

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
お
に
ぎ
り
と
日
本
人
』増
淵
敏
之

『
ね
こ
と
い
ぬ
』岩
合
光
昭

『
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ジ
ュ
エ
リ
ー
美
術

館
』平
凡
社

○
児
童
向
け

『
魔
法
学
校
へ
よ
う
こ
そ
』

さ
と
う
ま
き
こ

『
も
り
の
ち
い
さ
な
し
た
て
や
さ
ん
』

こ
み
ね
ゆ
ら

○
小
説

『
風
神
の
手
』道
尾
秀
介

○
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

『
絵
本
と
お
も
ち
ゃ
で
ゆ
っ
く
り
子
育

て
』柿
田
友
広

『「
頭
」が
良
く
な
る
文
房
具
』

和
田
哲
哉

○
児
童
向
け

『
探
検
！ 

世
界
の
駅
』谷
川
一
巳

『
図
書
館
の
怪
談
』斉
藤
洋

曲
警
察
署
か
ら

千
《
℡
０
２
６

－

２
７
２

－

０
１
１
０
》

平成 30 年市内事件・事故累計

（1 月末現在の暫定値）

種類
件数

（前年同期比）

盗
難
事
件

万引き 3件 （+1）
自転車盗 3件 （+1）
車上狙い 2件（±0）
その他 2件（±0）

交
通
事
故

件数 26件（－8）
死者 0人（－1）
傷者 33人（－10）

 人気の本ベスト5 【小説】

１位『とるとだす』　　 　　畠中恵
２位『騎士団長殺し』　　　村上春樹
３位『うめ婆行状記』  　　　宇江佐真理
４位『危険なビーナス』  　　 東野圭吾
５位『あん』              ドリアン助川

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29＊ 30＊ 31

３月の図書館カレンダー

　　　更埴・更埴西・戸倉図書館　休館日
　　　上山田公民館図書室　休館日

＊図書整理休館日：3月29日（更埴・更埴西図
書館）、3月30日（戸倉図書館）
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釣
ー
リ
ズ
ム
信
州
千
曲
市
戸
倉
上

山
田
地
域
協
議
会
は
、
戸
倉
上
山
田

地
域
の
千
曲
川
を
、
釣
り
人
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
釣
り
場
と
し
、
温
泉
と

食
に
よ
る
釣
り
人
誘
客
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
支
援

金
を
活
用
し
て
釣
り
場
づ
く
り
と
釣

り
と
観
光
を
融
合
し
た
新
し
い
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。

Ｑ 

こ
の
事
業
の
目
的
は
？

市
内
に
は
県
内
で
も
有
数
の
観
光

地
で
あ
る
戸
倉
上
山
田
温
泉
や
、
地

域
の
資
源
で
あ
る「
千
曲
川
」が
あ
り

ま
す
。こ
れ
ら
を
活い

か
し
て
、
釣
り

人
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
釣
り
場
を
構

築
し
、
温
泉
や
食
な
ど
の
観
光
資
源

を
活
用
し
釣
り
人
を
誘
客
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

読
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

か
つ
て
は
ア
ユ
釣
り
で
に
ぎ
わ
っ

た
千
曲
川
で
す
が
、
近
年
は
寂
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
一
般

の
渓
流
魚
が
禁
漁
と
な
る
10
月
1
日

か
ら
2
月
15
日
の
間
、
初
心
者
・
初

級
者
で
も
比
較
的
釣
り
や
す
く
楽
し

め
る
ニ
ジ
マ
ス
を
放
流
す
る
こ
と
で
、

ニ
ジ
マ
ス
の
釣
り
場
を
万
葉
橋
と
大

正
橋
の
間
に
開
設
し
ま
し
た
。

今
季
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
来
季

の
釣
り
場
開
設
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。皆
さ
ん
、
ニ
ジ
マ
ス
釣
り

に
お
越
し
い
た
だ
き
、
釣
り
と
温
泉

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　
釣
ー
リ
ズ
ム

信
州
千
曲
市
戸
倉
上
山
田
地
域
協

議
会
事
務
局
・
千
曲
市
農
林
課（
℡

０
２
６

－

2
7
3

－1
1
1
1
、
内
線

７
２
４
４
）

▲釣り人でにぎわう千曲川

「
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
」

健康コラム３
月
は
、
進
学
・
就
職
・
転
勤
・

転
居
な
ど
生
活
環
境
が
大
き
く
変
わ

り
、
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
や
す

い
時
期
で
す
。周
囲
の
人
の
気
づ
き
・

声
か
け
が
自
殺
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。他
人
ご
と
と
思
わ
ず
、一
人
ひ
と

り
が
勇
気
を
持
っ
て
声
を
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
い
て

自
殺
に
傾
い
て
い
る
人
は
、
何
か

し
ら
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
孤

立
感
を
高
め
て
い
る
場
合
が
多
く
、

周
囲
の
人
の
気
づ
き
が
、
命
を
救
う

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
眠
れ
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」「
口

数
が
少
な
く
な
っ
た
」「
い
な
く
な
っ

て
し
ま
い
た
い
と
話
す
」な
ど
、
い
つ

も
と
様
子
が
違
う
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
ま
ず
は
声
を
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

「
ど
う
し
た
の
？ 

辛つ
ら

そ
う
だ
け

ど
」「
眠
れ
て
い
ま
す
か
？
」「
良
か

っ
た
ら
話
を
聞
く
よ
」な
ど
、
声
を
か

け
る
こ
と
で「
ひ
と
り
で
は
な
い
」と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

相
談
さ
れ
た
ら

相
談
さ
れ
た
場
合
は
、
聞
き
役
に

ま
わ
り
、
気
持
ち
を
受
け
止
め
る
つ

も
り
で
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
自
分

が
聞
き
役
と
し
て
適
切
か
と
迷
っ
た

り
、
何
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
な
く
て

は
…
…
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
何
も

言
わ
な
く
て
も
良
い
の
で
す
。
他
者

と
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
安
心
感

が
、
心
理
的
孤
立
を
和
ら
げ
て
く
れ

ま
す
。

相
談
を
受
け
た
人
が
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
ら
良
い
か
困
っ
た
場
合

は
、
専
門
家
に
相
談
す
る
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
自
殺
予
防
の
相
談
窓
口
　

○
長
野
い
の
ち
の
電
話（
℡
０
２
６

－

２
２
３

－

４
３
４
３
、
毎
日
午
前

11
時
～
午
後
10
時
）

○
自
殺
予
防
い
の
ち
の
電
話（
℡

０
１
２
０

－７
８
３

－５
５
６
、
毎

月
10
日
午
前
8
時
～
翌
11
日
午
前

8
時
）

○
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ

ル（
長
野
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
、
℡
０
５
７
０

－

０
６
４

－

５
５
６
、
平
日
午
前
9
時
30
分
～

午
後
4
時
）

vol.89

地
域
に
根
ざ
す 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

～ 

今
月
は
「
釣
ー
リ
ズ
ム
信
州
千
曲
市
戸
倉
上
山
田
地
域
協
議
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
の
北
澤
和
明
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た 

～

長
野
県
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
の
採
択
団
体
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

守
ろ
う
た
い
せ
つ
な
い
の
ち

第 47 回

わ
た
し
の

　
子
育
て

イ
ヤ
！ 

と
私
を
悩
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
が
い
れ
ば
大
丈

夫
！ 

そ
う
感
じ
ら
れ
る
程
、
お
姉

ち
ゃ
ん
と
い
る
と
き
は
と
て
も
強
気

で
す
が
、
い
な
い
と
私
に
べ
っ
た
り

な
典
型
的
次
女
で
す
。

そ
ん
な
二
人
が
今
、
周
り
の
た
く

さ
ん
の
方
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
一
つ

一
つ
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
て
い
る
日
々
で
す
。
私
の
友
人

や
、
子
ど
も
を
と
お
し
て
仲
良
く
な

っ
た
友
人
。
幼
稚
園
の
方
々
。
支
援

セ
ン
タ
ー
の
先
生
方
。
そ
し
て
何
と

言
っ
て
も
主
人
の
ご
両
親
、
私
の
両

親
の
協
力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

未
だ
に
毎
日
が
手
探
り
の
育
児

で
、
誇
れ
る
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
が
す
く
す
く

成
長
し
て
い
る
こ
と
に
幸
せ
を
感

じ
、
こ
れ
か
ら
も
周
囲
の
協
力
も
借

り
つ
つ
、
私
も
子
ど
も
た
ち
と
共
に

成
長
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

我
が
家
に
は
4
歳
と
2
歳
の
娘
た

ち
が
い
ま
す
。

現
在
、
主
人
が
南
信
に
単
身
赴
任

し
て
い
る
中
、
主
人
の
ご
両
親
と
同

居
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
週
末
に

は
主
人
が
赴
任
先
か
ら
帰
っ
て
き

て
、
子
ど
も
た
ち
と
た
く
さ
ん
遊
ん

で
く
れ
ま
す
。
日
常
的
に
主
人
の
い

な
い
寂
し
さ
や
、
育
児
を
し
て
い
く

中
で
気
軽
に
頼
れ
な
い
大
変
さ
が

あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し

そ
う
な
姿
を
見
る
と
、
ま
た
頑
張
ろ

う
！ 

と
思
え
ま
す
。
娘
た
ち
も
主

人
が
い
な
い
こ
と
で
寂
し
い
思
い
や

我
慢
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
長
女
は
両
親
に
似
て
人
見

知
り
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
し

っ
か
り
者
で
私
の
代
わ
り
に
妹
の

お
世
話
を
し
て
く
れ
た
り
、
お
手

伝
い
を
し
て
く
れ
た
り
、
私
の
支
え

と
な
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
次
女
は

絶
賛
イ
ヤ
イ
ヤ
期
。
す
ぐ
ヤ
ダ
！ 

第
83
話

ブレアー

第
　
回
65

来
季
レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン

開
幕
に
先
駆
け
て
開
催
さ
れ
る
、

地
区
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
カ
ッ
プ

「B
.LE

A
G

U
E

 E
A

R
LY

 C
U

P 
2018 H

O
KU

SH
IN

ETSU

」
が
、

現
在
建
設
中
の
新
ホ
ー
ム
ア
リ
ー
ナ

「
更
埴
体
育
館
」で
３
日
間
に
渡
り
開

催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。新

し
く
な
っ
た
体
育
館
も
、強
豪
チ
ー
ム

と
の
戦
い
も
ど
ち
ら
も
必
見
で
す
。

詳
細
はB.LEA

G
U

E

（
Ｂ
リ
ー

グ
）公
式
サ
イ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
大
会
名　

　

B.LEA
G

U
E EA

R
LY

 C
U

P 
2018 H

O
KU

SH
IN

ETSU

■
日
時　
9
月
7
日（
金
）～
9
日

（
日
）

■
会
場　
更
埴
体
育
館

■
出
場
ク
ラ
ブ　
新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
Ｂ
Ｂ
、
富
山
グ
ラ
ウ
ジ
ー
ズ
、

レ
バ
ン
ガ
北
海
道
、
金
沢
武
士
団
、

群
馬
ク
レ
イ
ン
サ
ン
ダ
ー
ズ
、
信

州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ

●
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

■
日
時　

○
3
月
17
日（
土
）午
後
６
時
～

○
3
月
18
日（
日
）午
後
2
時
～

■
会
場　
戸
倉
体
育
館

■
対
戦
相
手　

　

 

群
馬
ク
レ
イ
ン
サ
ン
ダ
ー
ズ

■
問
い
合
わ
せ
先　
株
式
会
社
信

州
ス
ポ
ー
ツ
ス
ピ
リ
ッ
ト（
℡

０
２
６

－

２
１
４

－７
０
２
２
、
平

日
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）

信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ

■
チ
ケ
ッ
ト
購
入
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

中村　智
ち か

果さん（内川）

Ｂ
リ
ー
グ
の
強
豪
チ
ー
ム
が
千
曲
に
集
結
！

～
３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
～

「B.LEAGUE EARLY CUP 2018 HOKUSHINETSU」開催決定‼



　　市報千曲　平成30年3月  　  24　　25  　市報千曲　平成30年3月

親子の触れ合い　遊びで育てるパパママ教室

午前11時～正午 
（10分前にお越しください ）           
上山田　3月22日（木）
更　埴　3月23日（金） 
■持ち物　麦茶、お手ふき

更埴子育て支援センター (1月お誕生日おめでとう会）

上山田子育て支援センター（1月お誕生日おめでとう会）

■参加費　150円（写真代など）
■対象　   3月に生まれた子ども
              とその保護者
＊事前に各子育て支援センターに

申し込んでください。

これからも、みんなで元気に仲良
く過ごしていこうね。

村松  秀
し ゅ う ま

馬 くん （ 3歳1か月
粟佐・左

募集中

＊申し込みは更埴庁舎秘書広報課へ。
　内線5223または電子メール
   koho@city.chikuma.nagano.jp

栄養相談

午前10時～午後３時
上山田　3月8日（木）
更　埴　3月9日（金）

ベビーママサロン

午前10時～11時
上山田　3月2日（金）
更　埴　3月12日（月）

親子ふれあいミニミニ講座

上山田子育て支援センター

午前11時～11時30分

開催日 内　容

3月7日（水） うたってあそぼう＆お話ネットワーク
による絵本の読み聞かせ

3月14日（水）うたってあそぼう＆人形劇ちびまる
3月28日（水）うたってあそぼう＆大きくなったね！

　　  優
ゆ み な

美菜 ちゃん（0歳10か月
粟佐・右

更埴子育て支援センター

開催日 内　容
3月1日（木） うたってあそぼう＆ひなまつり会
3月8日（木） うたってあそぼう＆人形劇ちびまる
3月15日（木）うたってあそぼう＆大きくなったね！
3月22日（木）うたってあそぼう＆お話ネットワークによる

絵本の読み聞かせ
3月29日（木）うたってあそぼう＆大正琴・花咲くコンサート

）
）

体を使ったり身の回りのモノを使って遊ぶ「遊びで育て
るパパママ教室」が更埴文化会館で開催。今回は 5 周年記
念大イベントと称して、全国で活躍する「パパ′ｓ絵本プロ
ジェクト」による絵本の読み聞かせライブがありました。

2 
11 

パパの声 

神田　純一さん（41歳）
　　   優樹くん（5歳）

お誕生日おめでとう会

ママの声 

　田中　真理子さん（31歳）
　　　　直くん（4歳・右）
　壯くん・功くん（2歳、中央・左）絵本ライブはいつも読んで

いる本が歌になっていて、
子どもが喜んで聞いていた
ので、とても楽しめました。

パパママ教室、子どもたち
がすごく楽しんでいて、良
かったです。

厚揚げ 100g　4 個
人参　　　      50g
三温糖　　　   大さじ 1 と 2/3
みりん　　　　小さじ 1 と 2/3
みそ　　　　　大さじ 2
水　　　　　　小さじ 1 と 1/2

厚揚げの人参みそかけ
第 1 学校給食センター

【材料（4 人分）】
①  人参をすりおろす。
② ①の人参、三温糖、みりん、      
　 みそ、水を混ぜ合わせて火に 
　 かけ、 加熱する。
③ 厚揚げを焼き、②の人参みそ 
　 をかける。
＊ 人参みそを作るときは、電子
    レンジで加熱しても良いです。

給食レシピ紹介
【作り方】

開館日　午前８時30分～午後５時
休館日　

【更　埴】毎週土曜日、【上山田】毎週日曜日
℡026-273-6180（更　埴）
℡026-275-6017（上山田）

子育て支援センター information

人参が苦手な人にも食べやすく、
人参のきれいなオレンジを活

い

かし
たみそです。

パパ 's 絵本プロジェクトによる絵本ライブ

親子体験（写真を撮ってカレンダー作り）

身近なものを使って遊ぼう！

親子運動（おんぶでパン食い競走）
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スポーツ 

市内の情報を Facebook
と動画で発信中

新春恒例の千曲市消防団
出初式が、1月 28 日に更埴
文化会館で開かれ、消防団
員ら４31 人が参加しまし
た。消防団員や婦人消防隊、
消防車両などが、それぞれ
隊列を組み、ベイシア更埴
店駐車場から会場まで威風
堂々の街頭行進。埴生、杭
瀬下保育園の園児たち４７
人も寒い中一緒に行進し、
防火を呼びかけました。

式典では、長年消防団活
動に貢献した団員に表彰
状、感謝状が贈られました。

信州ブレイブウォリアーズや越ちひろさん（画家）とコ
ラボレーションした「軍手ィ」を、信州大学の有志らで活動
する「ハナサカ軍手ィプロジェクト」のメンバー4 人が、1
月 20 日にホワイトリングで販売しました。

CHIKUMA TOPICS

　販売 

屋代高校附属中学３年生の生徒３人が、1月 26 日に更
埴庁舎で、千曲市の活性化プランを岡田市長と赤地教育
長に発表しました。高橋美玖さん（長野市）は、姨捨の棚田
の活用をテーマに、都市圏の大学と連携することを提案。
邊見紀香さん（東御市）は、市のマタニティタクシー券の
利用率が低いことに注目し、利用しなかった券は商品券
として使える仕組みを発表しました。山本愛佳さん（上田
市）は成人式を活用して、学生と企業の交流会をきっかけ
に地元への就職を促す仕組みを提案しました。

CHIKUMA TOPICS

中学生が市の活性化プランを提案発表 

CHIKUMA TOPICS

防災の誓い新たに　威風堂々の街頭行進　千曲市消防団出初式行事 

信大生が販売、デザイン軍手「軍手ィ」

栁澤　信之さん (稲荷山）

上山田大わらじ委員会の 7 人が 2 月 7 日に上山田保育
園を訪れ、わら馬 3 体を園児に贈りました。会員らのサポ
ートを受け、園児はわら馬にまたがって手綱を引いたり、
保育士が向けるカメラに笑顔でピースサインなどのポー
ズをとって、喜んでいました。

同会は、毎年 2 月最初の「初午の日」に園児の健やかな
成長を願って、手作りのわら馬の寄贈をしています。寄贈
のお礼に園児は、牛乳パックで作り和紙で包装した鉛筆入
れを同会へプレゼントしました。

CHIKUMA TOPICS

園児の成長を願い、わら馬を寄贈

市営日帰温泉「白鳥園」で、越ちひろさん（画家）がデザ
インしたラッピングバス（送迎バス）のお披露目式が 2 月
9 日に行なわれ、参加した約 30 人がバスの完成を祝い
ました。温泉文化と現代アートが融合した新たな温泉事
業として、「白鳥園アートスパ×越ちひろプロジェクト」

CHIKUMA TOPICS

温泉文化と現代アートの融合 贈呈 イベント

スポーツ 
CHIKUMA TOPICS

対談セミナー「イクボス・イクメンは社会を変える」対談 

子育てサークル「ちくま
パパカフェ」と市は、イク
ボス・イクメンを増やすた
めの対談セミナーを 2 月
10 日に総合観光会館で開
きました。

働き方改革を全国の自治
体などで講演している安藤
哲也さんと岡田市長に、ち
くまパパカフェ代表の小林
英一郎さん、パパママ教室
実行委員長の岡村和枝さん
の 4 人で子育てや介護に
関することを話し合いまし
た。

同プロジェクトは、カラフルなデザイン
を楽しめる軍手「軍手ィ」で街を盛り上げ
ようと開始。軍手ィの売り上げで作る子
ども用サイズの「ちび軍手ィ」を、県内の
小学一年生に贈っています。

と銘打ち、白鳥園が越さんにデザイン
を依頼。バスには昨年 2 月に完成した

「Minamo」がデザインされています。

越ちひろデザインラッピングバスお披露目会「
Ｍ
ⅰ
ｎ
ａ
ｍ
ｏ
」の
原
画
を
紹
介
す
る
越
さ
ん

▲

対談を聞いて、イクボスと
イクメンは未来の日本を変
えられると感じました。

▲左から小林さん、岡田市長、安藤さん、岡村さん
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●千曲市メール配信サービス

　千曲市から災害情報、
防犯情報などを電子メ
ールでお届けします。

●マチイロ（無料アプリ）で市報を読もう

▲利用登録はこちら

人の動き

 世帯数　21,872（－18）

 人　口　59,661人（－37）

 　男　　28,877人（－22）

 　女　　30,784人（－15）

平成27年国勢調査からの推計人口
（平成30年２月１日現在） 平成30年

1月中の動き
転入 82人
転出 104人
出生 53人
死亡 68人

▲利用登録はこちら

毎月最新の市報をスマホ
やタブレットにお届けし
ます。

編

集

　

記

後

● 市外で活躍している千曲市出身者や市内で頑張っている人を
　「チクマビト（千曲人）」として紹介しています。

今
回
取
材
し
た「
イ
ク
ボ

ス
・
イ
ク
メ
ン
は
社
会
を
変
え

る
」対
談
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
仕

事
を
す
る
中
で
の
子
育
て
や
介

護
に
関
す
る
話
し
合
い
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

限
り
あ
る
時
間
の
中
で
人

生
を
楽
し
む
た
め
に
は
、
仕
事

と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）が
大
切
で

す
。仕

事
の
都
合
上
、
残
業
や
休

日
出
勤
が
あ
り
ま
す
が
、
時
間

を
作
り
家
庭
や
地
域
の
こ
と
を

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
田
島

チクマ
ビト
ＮＯ．31

有限会社 リボルト・プロジェクト・カンパニー代表取締役　松林 良
よ し は る

治さん（中・52歳）

「ダーツを体験して、感じてほしい。

自分の本業のスポーツに必ず活
い

かせる」

狙
い
澄
ま
し
た
視
線
が
捉
え
る
の
は
、
直
径
約
30
㌢
の

ダ
ー
ツ
ボ
ー
ド
。
2
㍍
44
㌢
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
手
投

げ
の
矢
を
放
ち
、
ボ
ー
ド
に
刺
さ
っ
た
得
点
で
優
劣
を
競

う
射
的
競
技
が
ダ
ー
ツ
で
あ
る
。
県
内
で
圧
倒
的
な
強
さ

を
誇
る
ダ
ー
ツ
チ
ー
ム「
リ
ボ
ル
ト
・
ブ
ラ
ッ
ズ
Ａ
チ
ー

ム
」の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
の
が
、松
林
良
治
さ
ん
だ
。

バ
ー（
酒
場
）を
20
歳
か
ら
経
営
し
て
い
る
松
林
さ
ん

が
、
ダ
ー
ツ
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
37
歳
の
と
き
。
そ

れ
ま
で
は
遊
び
感
覚
で
楽
し
ん
で
い
た
が
、
あ
る
大
会
で

3
位
に
入
賞
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
ダ
ー
ツ
に
入
れ

込
ん
だ
。「
ダ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
で
集
中
力
や
精
神
力
を

鍛
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
つ
く

こ
と
で
友
だ
ち
の
輪
も
広
が
る
」と
ダ
ー
ツ
の
魅
力
を
松

林
さ
ん
は
語
る
。

持
ち
前
の
向
上
心
で
メ
キ
メ
キ
と
腕
を
上
げ
た
松
林
さ

ん
は
、
42
歳
の
と
き
に
全
国
で
戦
え
る
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム

を
作
ろ
う
と「
リ
ボ
ル
ト
・
ブ
ラ
ッ
ズ
Ａ
チ
ー
ム
」を
結

成
。「
大
会
で
あ
っ
て
も
、
緊
張
し
な
い
」と
強
心
臓
な
松

林
さ
ん
が
率
い
る
チ
ー
ム
は
、
結
成
時
か
ら
9
年
連
続
で

県
代
表
と
し
て
各
大
会
に
出
場
し
て
い
る
。
２
０
１
３
年

に
行
な
わ
れ
た
全
国
大
会「
イ
ン
タ
ー
リ
ー
グ
」で
は
準

優
勝
を
成
し
遂
げ
た
。

松
林
さ
ん
の
目
標
は
、
ダ
ー
ツ
を
と
お
し
て
街
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
。「
新
し
い
体
育
館
で
人
を
集
め
て
ダ
ー

ツ
の
大
会
が
で
き
れ
ば
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
」と

松
林
さ
ん
は
笑
み
を
見
せ
る
。
ま
た
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し

て
活
躍
す
る
だ
け
で
な
く
、
若
手
を
育
成
し
た
い
気
持
ち

も
芽
生
え
て
き
た
。

「
頑
張
る
」と
い
う
言
葉
が
大
好
き
な
松
林
さ
ん
は
、
チ

ー
ム
や
バ
ー
の
常
連
客
か
ら「
Ｂ

ボ

ス

Ｏ
Ｓ
Ｓ
」の
愛
称
で
慕

わ
れ
て
い
る
。「
ダ
ー
ツ
で
培
っ
た
集
中
力
は
、
自
分
を

成
長
さ
せ
る
」と
た
く
さ
ん
の
人
に
呼
び
か
け
る
松
林
さ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
ダ
ー
ツ
を
盛
ん
に
し
よ
う
と
自
分
の
思

い
を
描
く
。


